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①
海の近く、静かでのん
びりしたどうぶつ村。
ある日、仲良しのコタ
ローとポンタが魚釣り
をしていると、大きな
地震がおきました。そ
してそれがおさまると、
海が高く盛り上がり、
壁のようになって近づ
いてきました。

②
壁の正体は津波でした。
ふたりは駆け出します
が、大きな壁はみるみ
るうちに押し寄せてき
ます。
津波がふたりに襲いか
かりました。

③
気がつくと、コタロー
は高い木の上にしがみ
ついていました。しか
しポンタの姿が見えま
せん。
漁師のおじさんが、ま
た津波が来るかもしれ
ないと、コタローに危
険を知らせます。

④
岡の上にある避難先の
小学校までの道のりは
いつもとすっかり違っ
ていました。
コタローが知っている
村はどこにもありませ
ん。

⑤
小学校にはたくさんの
村人が集まっていまし
た。怪我をしている人、
泣き続けている人、力
を落としている人、み
んなを見まわるお医者
さんや看護師さんも大
変です。

⑥
コタローのお母さんが
駆け寄ってきて、コタ
ローを抱きしめました。
ポンタがいなくなった
ことをお母さんに話す
と、お母さんは、実は
お父さんの行方もわか
らなくなっていること
を知らせます。

⑦
おにぎりが配られ、み
んなが順番にもらって
いきます。すると「独
り占めするな」との声
が聞こえました。いつ
もは優しいおじさんた
ちが、言い争っていま
す。大勢いるのに、体
育館はシーンと静まり
かえりました。

⑧
突然、明るい笛の音が
鳴り響きました。村一
番の笛名人が、村祭り
にみんなで踊る『どう
ぶつ村音頭』を吹いて
います。
いつの間にか、その場
にいた全員が手拍子を
叩いていました。

⑨
音楽が終わると、村長
さんが、今は苦しいが、
みんなで助け合おうと
話しました。
おにぎりを多くもって
いたおじさんは「行方
のわからない子どもの
分も、と思ってとりす
ぎてしまった」と謝り
ました。

⑩
みんなで朝のあいさつ
をすることを決めまし
た。あいさつをすれば
元気がでてきます。
またみんなで仕事の役
割分担をすることも決
めました。コタローも
一生懸命にお手伝いを
しました。

⑪
カモメの捜索隊が、沖
合のまんまる島に、村
の仲間が流れ着いてい
ることを知らせてきま
した。
仲間を迎えに行くため、
みんなで協力して大き
なイカダを作りました。

⑫
お父さんも、ポンタも、
無事でした。助かった
仲間たちは元の村に戻
そうと頑張っています。
コタローとポンタは海
が少し怖くなりました
が、やっぱり魚釣りは
大好き。「早く海で魚
釣りしたいね」と話し
合っています。


